
開講式
ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ
自己紹介

13:00～14:00
（１時間）

座学・グループワーク
14:00～17:00（３時間）※小休憩含む

障害特性に対応した農作業支援技法
神戸学院大学　菊川裕幸　講師

実地研修　13:00～17:00（4時間）
〔うち1.5時間程度〔振り返り〕〕※小休憩含む

農作業における作業細分化・難易度評価・作業割当ての技法
〔えだまめ出荷調製〕

神戸学院大学　菊川裕幸　講師

休
憩

閉講式
15:10

～
15:30
兵庫県

実地研修　9:30～12:00（２時間30分）
〔うち1時間程度〔振り返り〕〕※小休憩含む

農作業における作業細分化・難易度評価・
作業割当ての技法
〔えだまめ収穫〕

神戸学院大学　菊川裕幸　講師

実地研修　10:00～12:00（２時間）
障害福祉サービス事業の運営の実務

（事業所見学）
一般社団法人エィビーエス

臼井　英之　代表理事

修了試験
13:30～15:00（１時間30分）

兵庫県

バ
ス
移
動

昼
休
憩

バ
ス
移
動

座学①
（1時間30分）
農福連携概論

千葉大学　園芸学研究院
吉田行郷　教授

はじめに
（30分）
農福連携を
めぐる情勢
農林水産省

17:00 17:3013:00 14:00 15:00 16:00

座学⑨
（1時間30分）
農作業の流れ

恵泉女学園大学
藤田智 副学長

座学⑩
（1時間30分）

農業者による農福連携の経営実務
竹内農園

竹内巧 代表

座学⑪
（３時間）

農作業における作業細分化・難易度評価・
作業割当ての技法〔事前学習〕

兵庫県立大学
豊田正博 客員教授

17:3017:00

昼
休
憩

10月10日（金）
WORKSHOP宿

花
小野市うるおい
交流館エクラ

8:30 9:00 10:00 11:00 12:00

（２）第２講座　実地研修＋グループワーク【４日間】
8:30

10月６日（月）
兵庫県立

農林水産技術
総合センター

9:00 12:00

昼
休
憩

15:00

10月９日（木）
兵庫県立

農林水産技術
総合センター

10月７日（火）
兵庫県立

農林水産技術
総合センター

10:00 11:00

実地研修　13:00～17:00（4時間）
〔うち1.5時間程度〔振り返り〕〕※小休憩含む

農作業における作業細分化・難易度評価・作業割当ての技法
〔刈払機による除草作業〕（雨天時は畝立て作業）

神戸学院大学　菊川裕幸　講師

実地研修　9:30～12:00（２時間30分）
〔うち1時間程度〔振り返り〕〕※小休憩含む

農作業における作業細分化・難易度評価・
作業割当ての技法

〔セルトレイへのは種〕
神戸学院大学　菊川裕幸　講師

16:0013:00 14:00

令和７年度　農福連携技術支援者育成研修　時間割

（１）第１講座　座学研修　※ウェブ配信動画の視聴及び演習によるｅラーニング。期間中に各自が視聴可能な時間に受講。

配信期間

９月１日（月）
～

９月22日（月）

＜ 受 講 定 員 ＞ 20名程度

＜研修実施場所＞
兵庫県立農林水産技術総合センター （加西市別府町南ノ岡甲1533）、一般社団法人エィビーエス　WORKSHOP宿花（小野市市場町715）、
小野市うるおい交流館エクラ（小野市中島町72）

＜ 備 考 ＞
本時間割は「農福連携技術支援者育成研修実施計画書（農林水産省、令和７年4月24日改定）」に基づき作成したものです。カリキュラムの詳細は「農福連携技術
支援者育成研修シラバス（兵庫県実施）」をご確認ください。

座学⑤
（1時間30分）

障害特性と職業的課題の基礎
国際医療福祉大学

若林功 准教授

座学⑥
（1時間30分）
農業と農村社会

農林中金総合研究所
石田一喜　マネージャー

座学⑦
（1時間30分）

農作業の一般的な特徴
兵庫県立大学

豊田正博 客員教授

座学⑧
（1時間30分）

農業経営の仕組み
静岡県立田方農業高等学校

久保田豊和 校長

座学②
（1時間30分）

社会福祉と障害者福祉
埼玉県立大学

朝日雅也 名誉教授

座学③
（1時間30分）

障害者雇用と障害福祉サービスの仕
組み、

関係機関の役割
厚生労働省

座学④
（1時間30分）

障害福祉サービス事業の運営の実務
社会福祉法人ゆずりは会菜の花

小淵久徳 管理者

第１講座受講

後に確認テス

トを実施


